
中学校第１学年　学級活動指導案
ねらい：「子どもの権利」の必要性を考えることを通して，子どもの立場から権利を守ることの大切さに気づかせ，学校で安心して過ごし合うために，困っていることは積極的に話し合う意識を高める。
	ね　ら　い
	学　習　活　動
	指導上の留意点

	・子どもの権利が大切な理由を問い直し，その理由について課題を設定する。
・子どもと大人のちがいを考えることを通して，「子どもの権利」と区別する必要性に気づかせる。
・学校で安心して過ごし合うためには，困っていることを話せる環境や努力が大切であることをとらえられるようにする。

・子どもが安心して過ごし合うための市の取り組みを理解できるようにする。

・権利を大切にする意識を今後の生活に結びつけられるようにする。
	１　多治見市に子どもの権利条例があることを確認し，子どもの権利の必要性について課題を設定する。

・小学校で子どもの権利は大切なものと学習した。

・条例にするほど子どもの権利は大切なのだろうか。
課題　なぜ，子どもの権利は大切(必要)なのだろうか。
２　「子どもと大人，どちらが得か。」というテーマをもとにして，子どもと大人のちがいについて考える。

＜子どもが得＞

・子どもは仕事をしなくてもよい。

・家族を養ったり，お金の心配をしたりしなくてよい。
＜大人が得＞

・大人は学校の勉強をしなくてもよい。

・子どもは不自由だが大人は自由なことが多い。（お金，車の運転，化粧，頭髪など）

＜反論・まとめ＞

・子どもが大人と同じようにはできない。その反対も同じ。

・子どもと大人の違いが子どもの権利にも関係があるのでは。
３　条例の前文に戻り，子どもとして大切な権利として確認する。そして，「子どもが安心して自分らしく生きることができるまち」に注目し，学級や学校で安心して自分らしく過ごせているか，また，そのためにはどういうことが大切かプリントに書き，その後，話し合う。

・何か失敗した時にばかにされるのではないか不安。
・友達に嫌われないかという不安がある。

・学校のルールを守るため，したいことを我慢している。
・学級の問題点を話し合えることが大切。

４　子どもの権利条例のパンフレット（または要約プリント）を読み，市でも子どもが安心して，自分らしく生きられるよう努力していることを知る。

・家庭や地域など多くの場で子どもを守ろうとしている。
・相談や支援機関もある。

５　子どもの権利の大切さを中心として本時の感想をまとめ，今後，生活の中で大切にしていきたい考えを書く。
・子どもの権利条例は，子どもの立場から権利を考えている。学校で安心して生活できることも権利であり，そのためには問題点は積極的に話し合いをする努力をしたい。
	・11月20日「たじみ子どもの権利の日」を紹介

・子どもの権利条例パンフレットor要約したプリント(資料１)
・条例の目的を解説する。
・「子どもの」と大人とは権利を区別する点に着目させ，話し合うテーマを提示する。
・どちらが得かでなく，そう感じるものは大人と子どものちがいであることに着目させる。
・条例がめざすものが守られているか問いかけ，考えるきっかけとする。

・守られるためには助けを呼ぶことが大切であることをおさえる。
・子どものための市の取り組みを説明する。（資料１）
・自分に何ができそうか具体的に考えさせる。

	多治見市子どもの権利に関する条例について

	１　年　　　　組　　　　番　氏　名

	課題

	◇「子どもが得か，大人が得か」考えてみよう。

	＜子どもが得な理由＞
	＜大人が得な理由＞

	多治見市子どもの権利に関する条例(前文２)｢子どもが安心して自分らしく生きることができるまち｣

[image: image1.bmp]◇学校や学級で，安心して自分らしく生活することができているだろうか。また，そのためにはどうすることが大切だろうか。

	

	◇子どもの権利の大切さを中心に授業の感想を書いてみよう。また，今後，安心して自分らしく生活するために心がけたいことを書こう。

	

	

	

	

	


安心して自分らしく生活できている？





どうしたらよいだろう？











